







































































































































































































































































































































授業、 あるいは PBL（problem based-
learning）などと呼ばれる。教員の関わり方の
程度はさまざまであるが、テーマ完結までの道
筋は与えず、学生の自由に任せる。学生は、グ
ループで、調査、討論、場合によっては実験を
行い、報告書にまとめたり、発表したりする。
学生はこの授業を通して、問題抽出力・設定力、
分析・解析力、問題解決のための計画力、検証
力、持続力、協調性などを身に付けることがで
きる。
本学の学生自主研究は、そのような形態を取っ
ていると思われる。単位化した場合には、この
範疇の授業になるだろう。
この授業はかなり効果的だといわれているが、
問題点の一つは、主にグループ作業になるため、
授業への関わりの個人差が大きいことだろう。
リーダーの素質がある学生はさらに伸びるが、
リーダーについて行く性格の学生には、期待し
た効果が得られないことが多い。したがって、
学生マジョリティの専門知識レベルを伸ばす目
的の場合には、通常の授業が適当と思われる。
しかし、社会における仕事の形態には、学生参
加型授業と同様の形態あるいは要素を含むこと
が多く、学生が社会に出て働くことを考えれば、
このような科目をある程度の割合でカリキュラ
ムに含める必要があるように思われる。その割
合は、１セメスターに１科目くらいの程度であ
ろうか。これらの授業は、コミュニケーション
を取ることが苦手な近年の学生に、そのような
訓練を強制的に行う場を提供することになる。
マジョリティの専門知識獲得をある程度犠牲に
してもこのような科目をいれることが必要な時
代になっているのかもしれない。
授業外学修について
学問分野にもよるが、一般には大学の授業は
授業だけで分かることは少なく、授業外学修に
より初めて理解できる。授業ではエキスを教え、
さらに授業外自主学習のヒントやきっかけにな
るような問題を与える、それらによって授業外
学修をさせ、講義内容を理解させるような授業
方法がとれれば理想的であろう。これと対極を
なすものは、クリッカーなどの使用によって内
容を逐次的に理解させながら進め、勉学を授業
時間内に閉じる授業である。東京大学が多くの
大学の学生に実施したアンケートでは、現代の
学生の75％がそのような授業を望んでいるとい
うことである（共同通信、2007）。しかし、授
業内容や量にもよるが、大学の授業は内容が深
く、このような授業方法をとれるのは限られて
いるように思われる。近年の学生の知識レベル
を考えれば、エキスのみの授業では授業外学修
も進まないので、丁寧な授業をしさらに授業外
学修をさせることが必須である。
前述の中教審の答申によるまでもなく、「学
生が科学の原理原則をもとにものごとを自身で
考えられるような力をつける」ためには、授業
外学修を促進させる必要がある。「授業外学修
時間は授業時間の２倍必要である」という単位
制度本来の趣旨に立ち返って考えてみることも
重要と考えられる。
１）予習・復習の指導
学生が授業に興味をもち、自主的に予習復習
をするようになるまでは、授業中に、その行為
を促すような仕掛けをつくったり、ヒントを与
えたりしなければならない（場合よっては最終
回まで行わなければならないかもしれない）。
また、やって来たことが総合成績に反映するよ
うな仕組みも作らなければならない。
予習をさせるには、その材料となるテキスト
や資料がある方がよい（ない場合は、資料を調
べる方法などをヒントに与えるが、学生にとっ
て実施のハードルは高い）。講義の終わり10分
くらいで、次週の授業内容の予告と予習のヒン
トを与える。やりかたはさまざまであるが、た
とえば、次週の講義の範囲（シラバスによって
明らかになっている場合は不要）を示した上で、
具体的かつ簡単な問題をいくつか与えることが
考えられる。次週の講義の際には、任意の学生
数名を指名して答えさせるか、予習用紙を回収
しチェックすることにより成績に反映させる。
一般に、予習をさせると学生の授業への集中の
度合いは格段に向上し、教育効果は上がる。
復習は、授業内容を身に付けさせるためには
極めて重要である。心理学的忘却曲線によれば、
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授業を聴講後一定時間内に反芻すれば、記憶と
して残る割合が多くなる。大学の授業は、授業
時には理解不十分なことが多いから、授業をト
レースしたり、課題を解いたりしているうちに
理解できるようになったり、さらに深まったり
する。学生の復習を促進させるためには、毎回
簡単な課題を課すと効果的である。チェックは
かなりの負担であるが、TAなどの支援により
実現したい。
さらに、中教審答申では、復習、言い換えれ
ば授業後の勉学について、さらに踏み込んだ意
味を持たせている。すなわち、「大学における
授業後の学修」は、授業内容をおさらいすると
いういわゆる "復習"だけではなく、授業のテー
マを自身で深く掘り下げたり、展開したりする
ことも含むとしている。「ガクシュウ」の文字
も「与えられたものを理解し覚える」という
"学習"ではなく、「聴講した後、授業関連の
テーマについて自身で深く考えたり敷衍したり
することにより授業内容を深くとらえ、修める」
という意味を込めて "学修"を当てている。そ
のような事後学修をさせるためには、学生にど
のような課題を与え、とのような働きかけをし
たらよいか、改めて考える必要があるように思
われる。
２）課題・レポートの指導
授業外学修を促進させるためには、かなりの
時間をかけて調べたり考えたりしなければなら
ないような課題・レポートを課す必要がある。
現状では毎回課せるような状況ではなく、多く
ても数回の講義に一度の割合であろう。
問題は、課題のテーマである。テキストを調
べれば全て記載されているようなテーマではな
く、学生に「考えさせる」ようなテーマが望ま
しい。どのようなテーマが考えられるか、学問
分野によっても異なるであろうが、知恵を絞っ
て考える価値がある問題ではないかと思われる。
提出された課題・レポートはチェックして返
却したいものである。聴講学生数、レポートの
量、内容、提出頻度などにもよるが、できるだ
け担当教員自身がチェックする。TAの支援体
制の整備も重要であろう。
「他人の課題・レポートを写して提出する学
生」をどう考えるかであるが、一つは、「自分
で作成する学生」の伸びを期待して、何割か存
在する写す学生については目をつむることであ
る。「写す学生が多いので、課題・レポートを
課すことを止める」というよりは教育的であろ
う。他は、各学生に異なるテーマを与えること
である。しかし学生の数が多い場合は現実的で
はないかもしれない。
筆記試験について
学生実験などの実習科目や演習以外の専門科
目では、総合的成績判定のために筆記試験が行
われており、授業の締めくくりとして大きな役
割を果たす。どのような問題を課すかは、試験
準備のための勉学のしかたや意欲に大きく影響
する。
１）中間試験・期末試験
学生の総合成績は、各授業における演習・ミ
ニテスト・レポートなどにより評価することも
可能であるが、授業の到達目標を厳格に評価す
るには最終的な筆記試験が必須と考える。授業
からかなり時間を経てからの記憶の確認は、授
業内容が身についているか否かの確認にもなる
からである。授業の内容が多く多岐にわたる場
合は、中間試験を行う方が記憶の定着にも効果
がある。
２）試験前の指導
試験の範囲を明確にし、それを守ることは学
生との契約にも等しく、重要である。また、勉
学のヒント、重要項目、計算問題・説明問題・
応用問題などの割合を与えることも勉学の助け
になる。
出題問題を予め教えることも度々行われてい
るが、その是非は議論すべき問題かもしれない。
とくに、試験問題を予め全て教え、解答用紙に
吐き出させるような試験は問題である。そうで
なくても、出題問題の２～３倍程度の分量の問
題を予め与え、その中から出題するからという
ことで勉強させることはかなり行われている。
授業外学修をほとんどしていない学生に合格点
（60点以上）を与えるためには、そのような
"試験勉強"をさせざるを得ないからである。
授業外学修を十分にさせ、形成評価（各授業
時における評価）を適切にやっていれば、試験
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勉強はそれらの見直しで済み、試験問題を予め
与えるようなことはしなくてもよくなるだろう。
３）試験時におけるノート・参考書の持ち込
み
教養教育では、試験の際ノート・教科書の持
ち込みを可とし、「○○について、自身の考え
を含め論じなさい」などのように、ノートをそ
のまま写せないような試験問題を与えて評価す
る例があるが、専門教育では馴染まない。専門
教育の試験では、専門用語や原理原則の理解が
十分であるかなど、教科書やノートをみればそ
のまま書いてあるようなレベルの知識の確認も
かなりの比重を占めるからである。専門におけ
る「言葉や常識」などのこまごまとした事柄の
理解や認知は、「専門家として創造性を発揮す
る」際の基礎として必要不可欠であるからにほ
かならない。
したがって、専門教育の試験時にノート・参
考書の持ち込みを可とすることは、授業外学修
をしていない学生に合格点を与える便法に過ぎ
ない。ノート・教科書持ち込み可といったり、
そのような情報が流れたりすると、学生は安心
してしまい、全く勉強しなくなる。
そ の 他
「授業改善」というテーマについて以上述べ
てきたが、紙面の都合上、重要ではあるが、除
いたものに次のものがある。
１）授業の目的・到達目標の設定
授業の目標は授業計画の最も重要な事項であ
り、目的（GIO）・到達目標（SBO）をどのよ
うに設定するか。全学・学部・学科の理念・目
標との整合性も必要である。
２）講義の進行
講義のストーリーの組み立て方である。体系
を逐次説明する（教科書の目次の通り）ような
授業の組み立てにするか、具体例から入り体系
に持って行くという組み立てにするかなどであ
る。１回の授業を１テーマにするか否かもストー
リーに関わる問題である。
３）成績評価
総合評価は１回の筆記試験だけではなく、多
面的な評価項目を加味して行う。試験問題の作
成法、総合評価法など。
４）講義におけるプレゼンテーション技術
授業時における講義行為そのものに関わる事
項、すなわち発声、抑揚、アイコンタクト、ポー
ズなどは教育効果に大きく関わるといわれてい
る。学生は、教育に対する真摯な姿勢や熱意を
教員の一挙一動を通して感じるものであり、学
生の印象に残るのは講義内容より、このほうが
多いという統計もあるくらいである。これを改
善するには、自身の講義をビデオに撮って見て
みるのが効果的と言われている。
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